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１.はじめに 

港湾の施設の設計では、各種試験結果によって得られた地盤

パラメータの変動係数と、試験データ数を用いて特性値を設

定1)している。図-1に地盤パラメータの特性値の設定手順、表

-1に変動係数に対して推定値に乗じる補正係数b1を示す。ま

た、試験データ数に対する補正係数b2は定式化（b2=1-0.5/n，

n：データ数、n < 10）されている。実務上、設計者は試験デ

ータの変動係数と数に対応した上記補正係数（b1、b2）を

使って特性値を設定しているが、補正係数の算定の基とな

る、試験結果のばらつき程度や、試験データ数の範囲に関

する整理事例は少ない。本稿では、図-1に基づいて地盤パ

ラメータの特性値に関する設定を行うことが多い粘性土の

せん断強度に着目し、これらの実態調査を行うこととした。 

検討に際しては、まず、全国の代表的な港湾で実施された

粘性土に関する一軸圧縮試験結果を集め、変動係数および試

験データ数の統計的整理を行った。さらに、平成 19 年度以

降の設計事例を基に、実務で取り扱われた一軸圧縮試験結果

についても同様の整理を行った。 

２.検討内容および検討結果 

(1)実態調査に関する対象港湾 

実態調査は、(i)国土地整情報検索サイト(以下、Kunijiban

という)からの抽出データと、(ⅱ) 平成19年度以降の港湾施

設に関する設計事例で用いられたデータを整理対象とした。

対象位置を図-2に示し、以下に各々のデータの内訳を示す。 

①地盤データベース（Kunijiban） 

Kunijibanには、粘性土のせん断強度として一軸圧縮強度

が掲載されている。当該データベースから抽出した一軸圧縮

強度は、2016年11月時点で登録されている港湾におけるデー

タを対象とする。また、港湾の選定では、各地方整備局等に

対して少なくとも1港湾を対象とし、一軸圧縮試験が行われ

ているボーリングデータから抽出した。内訳は、ボーリング

が24箇所、そのボーリングから変動係数及び試験データ数の

処理を行った地層区分が69である。 
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図-1 地盤パラメータの特性値の設定手順 1) 

推定値に対する導出値のばらつき 

表-1 補正係数 b1の値 1) 

図-2 対象港湾の位置図 
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なお、ここでの試験データ数は、土の工学的分類等から同じ土質と想定される地層区分の数としているため、

ボーリング1本から、試験データが複数得られるものも含まれている。 

②平成19年度以降の設計事例 

対象とするボーリングは、全国の設計事例4ケースに関する設計計算報告書とする。試験データ数は10であ

り、その取り方は前述した①地盤データベースの取り方と同様10である。 

(2)一軸圧縮試験の変動係数とデータ数に関する調査結果 

 以下に、前項で抽出した全 79 のデータベースから得られた一軸圧縮強度に関する変動係数の割合を示す。 

①変動係数 

図-3 および表-2 は、表-1 の変動係数の区分に対する割合を整理したものである。この整理結果から、一軸

圧縮強度の変動係数は 0.15 以上 0.25 未満が最も多く 43%、次いで 0.25 以上 0.40 未満の 25%である。それ以

外の変動係数の区分では、10%程度であること分かった。また、変動係数が 0.25 未満の割合は全体の 64%（約

3 分の 2）を占める。今回の整理結果では、変動係数 0.6 以上となったデータは見られなかった。 

②データ数 

図-4 および表-3 は、試験データ 1 箇所（同一の地層区分の深度範囲）から得られた一軸圧縮試験のデータ

数に関する割合を整理したものである。この結果から、データ数が 10 個以上の割合は 72%（約 3 分の 2）を

占める。それ以外のデータ数の割合は、それぞれの区分で 10%以下であった。また、一軸圧縮試験は 1 サンプ

ルから 3～4 試料を採取することが可能である。このため、データ数が小さくなる事例は相対的に少ないと考

えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)港湾の設計で用いられる一軸圧縮強度の一般的な変動係数と試験データ数 

港湾における一軸圧縮強度の変動係数は、表-4 に示すとおり過

去にも整理されている 3) 4)。データサンプルは 7 港湾を対象として

いる。このサンプルの変動係数は、最大 0.35、最小 0.14、平均 0.24

であった。また、変動係数は、0.15 以上 0.25 未満が最も多く、次

いで 0.25 以上 0.40 未満であり、表-4 の結果に整合している。 
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図-3 一軸圧縮強度の変動係数の割合 

変動係数CV (A)割合(%) (B)割合(%)

0以上0.1未満 12

0.10以上0.15未満 9

0.15以上0.25未満 43

0.25以上0.40未満 25

0.40以上0.60未満 11

合計 100 100

64

36

表-2 変動係数の割合 

図-4 一軸圧縮強度のデータ数の割合 

データ数 (A)割合(%) (B)割合(%)

3個未満 9

3～5個 4

5～7個 6

7～10個 9

10個以上 72 72

合計 100 100

28

表-3 データ数の割合 

表-4 過去に整理された変動係数 3) 4) 
地域 サンプル数 変動係数
K1港 231 0.304
K2港 271 0.35
K3港 78 0.14
K4港 154 0.16
T1港 192 0.214
T2港 159 0.25
N港 101 0.23
最大 271 0.35
最小 78 0.14
平均 181 0.24
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